
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和４年度学校評価 結果

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価） 実施結果

○新学習指導要領実施初年度における主体的な学び
を重視した授業の推進

○新学習指導要領に対応した授業改善
・年間２回（6月・10月）に授業研修週間(1週間)の設定と、授業研
究の実施
・新学習評価計画および観点別評価の周知徹底と改善検討
・基礎力テストの年間全体平均を7.0点以上。不合格者数昨年度
比－20%

・教育課程委員会を年内に4～5回開き、効果的な指導方法や
要改善点の情報共有を図る。
・基礎力テスト前の啓発を各クラスの関係職員全体で行う。
・不合格者の追跡調査、効果的な指導を行う。 B

・新学習指導要領に即した授業・評価の工夫は授業研修週間を年2回実施し、評価方法の研修会、情報共有も折に触れ、5･6回実施
した。
・基礎力テストの全体平均は1月時点で約7.1点であり、目標値を達成している。不合格者数は昨年度比5％減であり、目標値を達成で
きていない。

◎高い志を持ち、自らの目標や進路実現に向けた資
格・検定取得の奨励

◎高度資格取得と進路実現に向けた取組
・ジュニアマイスター認定40名、校内表彰20名以上

・顕彰制度、表彰制度を生徒・保護者・職員へ周知させる。
・資格取得、コンクール参加を奨励、補習体制の充実を図る。

A

・9月に校内模擬面接指導を実施し、外部より15名に協力いただくことができた。就職については12月の段階で内定率100％を達成し
た。県内企業説明会及び県内進学説明会にもそれぞれ参加し、県内の企業や上級学校を知る機会を提供できた。
・ジュニアマイスター認定40名以上の目標に対し、生徒・職員一丸となり取り組んだ結果、現在49名の生徒が対象となり、目標以上の
成果を達成できた（第３種電気主任技術者試験合格については13年ぶりの合格）。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○豊かな心をはぐくむ教育活動の実施
・「生命を尊重する心や献血への協力の大切さがわかった」と回答
した生徒90％以上
・生徒1人当たり図書貸し出し冊数を前年度比10％増。
・ボランティア活動参加者のルーブリック評価平均３以上

・外部講師による、教育相談講話（6月）、性に関する講話（12
月）、献血セミナー（12月）を実施する。
・朝読書の実施、図書館だよりの発行、生徒の希望に沿った選
書、図書館レイアウトの工夫などで来館生徒増をめざす。
・年３回（各学期毎）の学校周辺清掃活動ボランティアを実施す
る。

B

・性に関する講話や献血セミナーも感染予防のためオンライン配信での実施となった。「生命を尊重する心や献血への協力の大切さ
がわかった」と回答した生徒は96％であった。
・来館者は増加しているが、図書館利用について、生徒の学校評価アンケートでは2.7（4件法）で、生徒1人当たり図書貸し出し冊数は
7,6冊（前年度8,3冊）となり、前年度比9％減であった。
・各クラスの風紀委員24名と希望者10名による学校周辺清掃活動、生徒会執行部による校内花植え活動など、生徒主体で行った。ボ
ランティア活動及び地域貢献について、生徒の学校評価アンケートでは2.8（4件法）であった。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○生徒アンケートによる早期発見および職員研修を通した共通理
解
・いじめ防止等について組織的対応ができていると回答した教員
90％以上

・いじめの対応についての研修・会議を年間に１回以上行う。
・いじめアンケートを年３回以上実施する。
・スクールカウンセラーの活用を積極的に行う。

A

・「いじめ防止」に関する職員研修、年3回のいじめアンケートを実施した。担任をはじめ全職員が生徒の悩みや違和感を感じ取り、管
理職および生徒指導と連携して解決に向けて組織的に迅速な対応ができた。組織的な対応について、教職員の学校評価アンケート
では3.4（4件法）であった。
・心理検査についての職員研修を実施し、生徒の出すSOSに対する共通理解を深めている。スクールカウンセラーによる教育相談講
話を実施したことで、相談する場合の校内の体制が周知できている。スクールカウンセラー来校日と利用について、生徒の学校評価
アンケートでは2.6（4件法）であった。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」 ●「健康に食事は大切である」と考える生徒95％以上 ・生活状況調査を実施する。
・心身の健康の保持増進に必要な情報を、保健だより（毎月発
行）、食育だより（年間６回）で発信する。 A

・「健康に食事は大切である」と考えている生徒は100％だった。保健だより（毎月発行）、食育だより（年間6回）の発行も達成見込みで
ある。食育講話、長期休業前後の声かけ等が、それぞれの食習慣を振り返る機会となり、心身の健康について考えることができてい
る。

○部活動の活性化

○体力の向上

○（学校独自成果指標・任意）
・部活動加入率80％以上
・九州・全国大会への出場・入賞
・校内マラソン男子30㎞3時間以内60名、女子10㎞1時間30分以
内60名以上

・部活動紹介、HP部活動ニュースの充実を図る。
・部活動予算・体育文化奨励費の適正な運用と練習環境の整
備・改善を行う。
・体育科との連携による体力を高める運動の実施とマラソン練
習期間を確保する。

A

・部活動加入率90.9％（昨年度比1.1％増）で目標を達成したが、運動部の加入率は3.8％減となった。HPでも部活動のニュースを多く
取り上げてもらっており、次年度の入部加入率向上につなげたい。
・野球部が春・夏連続の甲子園出場、ウエイトリフティング部1名が全国8位入賞を果たし、SSP杯躍進賞表彰を受けた。
・今年度よりマラソン大会の練習期間を延長し、体育の授業でも20分間走などを取り入れて体力の向上を図った（マラソン大会はコロ
ナ感染拡大に伴い、中止）。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限遵守

○有給休暇の取得を年間13日以上
　（前年度比10％増）

・定時退勤日を設定（水曜日）し、掲示や口頭による啓発を行
う。
・部活動休養日を設定する。
・有給休暇を取得しやすい職場環境づくりに努める。
・会議資料の事前配布により会議時間を削減する。

C

・毎週水曜日に「定時退勤日」のボード掲示や啓発を行ったが、「定時退勤に努めている」と回答した教職員は、学校評価アンケート（4
件法）では、2.8（7月）→2.5（12月）となり、働き方改革・多忙解消には至っていない。
・有給休暇の取得について、年間13日以上の割合（前年度25.5％→本年度34.6％）で、前年度比9％増となったが、高い取得率ではな
いので、今後も取組を推進していく必要がある。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価） 実施結果

★学校魅力強化委員会（学校運営協議会）の立ち上げ
による地域・外部との連携強化

○地域や外部と協働し、高校の魅力を高める取組の推
進

★学校運営協議会の活用

○生徒自身が地域貢献を通して、意識がどのように変化したかを
ルーブリック評価を行う。平均３以上を目標とする。

○各学科の課題研究を通した地域との連携・外部人材の活用

●陶芸交流授業や校外展において地域貢献の意識向上を図る。
アンケートの回答平均３以上。

・学校運営協議会委員や外部との連携と情報共有に努める。
・本校ＰＲのため、積極的に地域のイベントに参加する。
・うちやま百貨店にてワークショップや展示
・各科課題研究を通じて地域貢献
・陶芸交流授業、校外展を実施し、生徒の積極的参加を図る。

A

・本年度から学校運営協議会を設置し、2月までに5回の会議を開催した。委員には、模擬面接指導の面接官（9月）、「さがを誇りに思
う教育講演会」の講師（12月）など、学校運営に協力を得ることができた。「地域から大切にされている雰囲気を感じる」と肯定的な回答
をした生徒の割合は85％であった。
・【デザイン科】「うちやま百貨店」での展示、農業高校とのコラボ、肥前セラミックセンターや地域と連携した作品制作、有田中学校での
出前展示や講話など。
【セラミック科】校外展や陶芸交流授業など。
【電気科】有田町内小学校放課後子ども教室での「電子オルゴール工作」など。
【機械科】自動車研究部における伊万里のイルミオブジェ制作など。
・各科の特色を生かした教育活動を通して、地域貢献意識が高まってきている。
・「この学校を中学生におすすめできる」と肯定的な回答をした生徒の割合は83％であった。

○学校の魅力発信の強化と広報活動の充実

★「地域みらい留学」を通した全国募集の推進（セラミッ
ク科・デザイン科）

○学校説明会や学校訪問、SAGAハイスクールウェビナー、HPや
メディアを活用した情報発信の工夫による志願者増

〇県外（地域みらい留学枠）からの志願者5名目標（セラミック科・
デザイン科）

〇県外からの体験入学参加者15名以上

・SAGAハイスクールプロモーション事業やものスゴフェスタ等
への参加、体験入学や中学校訪問により本校の魅力を発信す
る。

・各科のイベントや行事等をＨＰに掲載、メディアにも取材依頼
を行い、県内外への情報発信を強化する。

A

・情報発信の工夫について、学校HPにSCS重点校のバナー新設、横断幕の設置（7月）、CS通信の発行（5月から毎月1回）、佐賀新聞
掲載回数（1月末時点で約50回）、県HPへの掲載（毎月）など、魅力発信と広報活動を強化することができた。魅力発信についての評
価（4件法）は、生徒3.0、保護者3.5、教職員3.3であった。
・体験入学参加者は昨年度より約80名増加した。
・「地域みらい留学」オンライン説明会（6～9月）、オープンスクール（7･8･10月）、東京での対面相談会(9月）などを行った結果、地域み
らい留学制度による県外からの志願者は6名で、年度当初に掲げた目標を達成した。
・県外からの体験入学参加者数は、セラミック科・デザイン科で17名で、目標を達成した。
・卒業制作展の来場者も昨年度より増加し、1000人を超えた。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立有田工業高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・前年度も引き続きコロナ禍での学校運営を余儀なくされたが、校務の精選や行事の必要性などを再認識することができ、学校全体をスリム化することで本来の教育活動を見直すきっかけとなった。また、リモート形式での講話や行事、授業などを充実させることができた。
・学校独自の重点取組である地域との連携については、課題研究等を中心に、地元小中学校への陶芸交流等を充実させることができた。また、有田町との様々な協働活動等を通して、本校の魅力発信や地域との関わり合いを深めることができた。
・前年度は新たに「地域みらい留学プロジェクト」が本格的にスタートした。次世代を担う人材を全国から募集し、地域の協力を得ながら、町と学校が共に活気づく基盤づくりを展開してきた。この取組によって、地域の素晴らしさや歴史の深さを改めて認識することができた。
・本校の特色の一つであるセラミック科のさらなる充実の足掛かりとして、地域や全国に向けての情報発信を工夫し、セラミック科の志願者増につなげていきたい。

２ 学校教育目標
勉脩 「愛し」「創り」「光れ」を礎とした自立型人間の育成
「愛し」:自分を大切にし、他人を思いやる  「創り」:新しいことに積極的に挑戦していく   「光れ」:一人ひとりが社会に貢献できる人間になる

３ 本年度の重点目標
・新学習指導要領実施に対応した教員の授業力向上と学習評価の工夫、生徒の主体的な学びの推進
・「SAGAコラボレーション・スクール」重点校としての、有田町との連携協働による特色ある教育活動の充実と地域振興への貢献
・県内唯一無二のセラミック科とデザイン科の魅力発信の強化、全国募集の推進及び志願者数の増加

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価

★SAGAコラボレー
ション・スクール重
点校としての取組推
進と学校魅力化の
情報発信の工夫

５ 総合評価・
  次年度への展望

・コロナ感染拡大期には学校行事の実施方法の変更や中止等を余儀なくされたが、徐々に平時の学校運営にもどりつつある。デザイン科・セラミック科展、有田陶器市ボランティアなどの地域の様々なイベントも実施され、学校外での教育活動も回復してきている。
・「SAGAコラボレーション・スクール」重点校の指定を受け、学校運営協議会を設置し、委員の意見を反映した学校運営の工夫・改善に努めた。また、各学科の特色を生かした地域と連携した取組や地域貢献活動などを、様々な媒体方法で積極的に情報発信し、
学校の魅力発信を強化することができた。次年度は、組織的な体制でPR方法を検討しながら広報活動を行っていきたい。
・「地域みらい留学」制度への参画2年目を迎え、県と町の協力を得ながら、オープンスクールや個別相談会などを行い、県外からの志願者増に向けて取り組んだ。次年度に対応すべき課題も見えてきたので、関係者の共通理解のもと、学校内外の支援体制を整え
ていきたい。

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

重点取組
具体的取組

最終評価


